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初任教師が抱える困難さの変容過程に関する研究
A Study on the changing process of the difficulties that newly 
appointed teacher have 
佐藤
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真* 前原裕樹林
MAEBARA Yuki 
小論の目的は，初任教師が抱える特有の困難さの変谷過程を明らかにし，その過程における他{i'との相互作用による教
師の学びを明らかにすることである。そのための方法として，初任教師を 2名拍出し，その 2名に対してインタビューを
行い，その変容の過程について分析を行った。その結果，同僚教師および見童，保議者といった関係性を巾心とした困難
さ，およびJ受業力量について困難さを抱えていることが明らかになった。また， 2人が抱えた困難さは，多様な他省の存
在によって乗り越えていったということが明らかになった。具体的には，教師の白1寸t的サークルに参加することによって，
自身の実践への珂併やアドバイスをもらう機会が生じ，自身の実践を見直すことが可能となることや，また， Iロl僚ではな
い教師との出会いによって，自身の教材に対する知識の獲作や認識の変化によって授業力量の向上につながることが明ら
かとなった。
以上のことから，初任教師の困難さは，個人の力量の問題として捉えるのではなく，他省ムとの関係性の問題として捉え
直すことで，困難さが学びへと変容していく可能性が示唆された。
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1.問題の所在と研究の目的
小論の目的は，初任教師に特有の困難さを明らかにす
るとともに，その困難さの変容過程を明らかにすること
である O さらに，その過程における教師としての学び
を明らかにすることである。
現在，学校教育現場において，団塊世代の教師の大量
退職に伴い，初任教師が多く採用されてきている。その
ために，学校教育現場においては，早急に初任教師や若
手教師を養成することが緊急の課題となっている。とこ
ろで，教員養成の在り方に関しては，藤原 (2004)が教
育制策において「他律的な資質能力向上観のもとで遂行
されるプログラム」が，教師一人ひとりが直面する教育
状況や固有の教育課題に取り組む上で，必ずしも課題解
決や力量形成に寄与していないことを指摘している
一方で，初任教師の多くは，初任特有の困難を抱えてい
ることも事実といえよう。すなわち，被教育経験や教育
実習などによって形成された教職に就く以前の，教職へ
の憧れや子ども像などのイメージと，実際に教壇に立っ
た際の現実とのギャップによって困難を経験しているの
である。山崎 (2007)は，こうした状況を「リアリテイ・
ショックjという言葉を用いて「教室の中での教師と子
どもの幸せな関係を原点として教職に就くと，理想、と異
なる現実を前にして「リアリテイ・ショックJが大きく
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なる」と述べているへさらに，初任教師が置かれてい
る状況について，久冨・佐藤 (2010)は，同僚教師から
の無支援，または非難による困難さを示唆している
それでは，本来，教師の力量形成に寄与し貢献するはず
の同僚との関係をうまく結べない際，教師はどのように
自分自身の力量を高めていくことが可能なのであろうか。
このような初任教師に特有の課題に対して，倍、舛
(2007) は，教師の実践共同体への参加過程の分析を通
して，他の教師や児童，保護者や地域との相互交渉によ
る初任教師の学習過程を明らかにしている九また，北
田 (2007)は，認知的徒弟制の概念を手がかりにして，
校内授業研究における初任教師の学習過程を明らかにし
ている o 特に，北田は，初任教師は熟練教師のスタイ
ルに類似した力量形成をポジテイブ・ネガテイブな特徴
に関わらず形成しつつあること，そして，後に初任と熟
練という固定した関係を越えて 互恵的に学び合う関係
が構築されることを明らかにしている。さらに，庚瀬
(2009) は，初任教師が総合学習のカリキュラム開発に
おいて抱える課題の検討を行い，以下3つの群に分類し
ている~すなわち，第 Iに初任教師にとって認知可能
および関心が大きい課題，第2に学校の支援体制によっ
て軽減することが可能な課題，第3に初任にみえにくい
課題の3つである。
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これらの研究は，初任教師が学校および地域の共同体
と良好な関係を結ぶための Iつのモデルとなろう。また，
初任教師の力量を初任教師の個人的な力量の問題として
捉えるのではなく，学校や教師，保護者や地域といった
多様な他者との相互関係の中で形成していくものとして
捉え直す観点を与えてくれるものともいえよう。
しかしながら，これらの研究では，初任教師が抱える
困難さの変容過程といった側面にはあまり焦点があてら
れてこなかったことも事実である。この困難さの変容過
程を丁寧に分析することは，初任教師の力量を獲得した，
あるいは身につけたモノとして捉えるのではなく，反省
的な学びとして力量を捉え直すことが可能となろう。ま
た，これまでの研究では，初任教師の力量に寄与すると
考えられる他者の存在が同僚教師や保護者などといった
限定された他者であったが，教師は様々なプロセスによっ
て力量を形成していると考えられるため，より多様な他
者との出会いによる初任教師の力量形成をも明らかにす
る必要もあろう。
そこで，小論では，初任教師へインタピ、ユーを行い，
初任教師に特有な困難さの変容過程を明らかにしその
過程における他者との相互作用による教師の学びを明ら
かにしたい。
ところで，山崎 (2002)によれば，初任期とは入職後
のおよそ10年聞を指し，その後を中年期としている山こ
とから，小論においても同様の定義としておきたい。
I.研究の方法
11-1 対象:研究協力者
対象(研究協力者)は，初任教師のA先生，およびB
先生である。両先生とも国立大学法人の教員養成課程を
卒業した後， A先生は M県 S市の， B先生は同県 Y市
の公立小学校に勤務している。この 2名を選定した理由
は，以下の通りである。すなわち，第 lに， A先生， B 
先生の両名とも初任期(1年目)において困難さを経験
していることである。とりわけ A先生については， 4 
月時において，教師を辞めようと思うほど悩んでいたこ
とがインフォーマルなインタビューにおいて語られてい
た。
第2に，その困難さの克服過程において，他者との出
会いによって，自らを変容していくといった教師の学び
を展開していることである。
よって，この 2名を分析することにより，初任教師の
力量形成過程を明らかにできると考えられる。以上のこ
とから， 2名を研究協力者として選定した。
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表 1 研究協力者のプロフィール
名前 A先生 B先生
インタビュー日時 2011年1月15日 2011年4月3日
時間 45 ノ刀¥' 60分
性別 女性 女性
教職年数 I年 I年
年齢 23歳 23歳
担任 2年生 4年生
11-2 方法:アンケー卜および実践者へのフォーマル・
インタビュー
l 回あたり 45分~60分程度， 2人の実践者それぞれへ
のフォーマル・インタビュー(半構造化インタビュー)
を行った。(事前にアンケートを配布し，それに基づき
実施した。)
主なインタビュ一項目
⑦昨年度との違いについて
③現在の学級の状況について
⑨教師のこだわりについて
③直面した(している)課題とその解決について，な
ど
ライフヒストリーインタビューの信頼性と妥当性につ
いて，桜井 (2002)は，手続きの「透明性」であるとし
ているヘ手続きの「透明性」とは， I語り手の選択，
インタビ、ュー ・プロセスの言己主柔， トランスクリプト， カ
テゴリー抽出，分類の仕方など，調査過程を読み手にわ
かるように明らかにすること (p.39)Jである。
よって，本研究においても， I透明性jを保持できる
ように，調査過程が読み手にわかるようにできるだけつ
とめた。なお，初任教師が書いた実践記録，および現在
の課題などについての記録も考察の対象に含めた。
国.結果
それでは，それぞれの教師が直面した困難さについて
述べていきたい。
皿-1 1学期における困難さ
皿-1一(1) A先生の困難さとその変容過程
アンケートにおいて， A先生は以下のように記述して
いる O
⑦相担の先生に話(相談)ができない
③子どもの行動の意味が分らない
⑨指導していても「はあ!? Jと反発，話をきかない，
手立てが分からない(分かっているけどできない，やっ
てみてもうまくいかない)
③保護者の方との関係
A先生は，アンケートから，⑦他の同僚との関係，③
児童との関係，⑨自身の授業力量，②保護者との関係に
ついての全てについて，困難を抱えていることがわかる。
それでは，このアンケートをもとに行ったインタビュー
から，どのような困難を抱え，その困難さがどのように
初任教師が抱える困難さの変谷過程に関する研究
変容していったのかについて，以下で詳しくみてみよう。
①子どもに嫌われていると感じる
A:そのときに一番しんどいな，って思っていたと，
今振り返ってあれがしんどかったのかな，というのが
違うのですけど，そのときはやっぱり子どものことが
一番、くて， しんと守かったです，辛くて。今思うと初
任研で友達と会って話していると，根本解決にはなら
ないのですけど，気持ち的にはすごく楽になった部分
があって，相担の先生に限らず，他の先生にもうちょっ
と話をしたり，相談できればよかったな，と今は思い
ます。(中略)
筆者ら:今思うとそう思う，当時はそういうふうには
思えなかった?
A:必死で、した，目の前のことに必死で，この目の前
にいる子をどうしよう，っていうことで頭一杯で。
(中略)あと，若いというだけで子どもたちは好きにな
るよ，って周りの先生に言われたのですけど，全然好
かれている気分はなくて，どんどんプレッシャーにな
るというか，何故私出来ないのだろう，私何故こんな
に嫌われているのだろうってすごい思いました。(中
略)くそばばあとか言われたり，触るのをすごく嫌が
られたり，男の子ばっかりですけど好き嫌いとか気
にすることじゃなかったと思うのですけど，その時は
嫌われてるなって思ってました，すごくそれを気にし
ていました。
(波線は筆者ら，以下同様である。)
A先生は， iやっぱり子どものことが一番辛くて， し
んどかったです，辛くて。Jiくそばばあ，とか言われた
り，触るのをすごく嫌がられたり，男の子ばっかりです
けど，好き嫌いとか気にすることじゃなかったと思うの
ですけど，そのときは，嫌われてるな，って思ってまし
た，すごくそれを気にしていましたjと述べ，子どもと
の関係性において困難さを感じていた。
それでは，このような困難がどのように変容していっ
たのか。 A先生の困難さの変容過程について述べたい。
②教師による自主的サークルにおける支え
A:誘ってもらった，本当はここにくるときも恥さら
し，みたいな気持ちがあって，自分ができていないこ
とをいうのは本当に嫌だな，と思っていたのですけど，
どこかでそれは自分と向き合わないといけない，日常
ではできない，せっかく誘ってもらったこの機会に発
表することで自覚することもあるかな，と思っていっ
てみょうかなと思った。
筆者ら:それで，発表してみたら?
A:何をやっているのだ っていうのを言われるだろ
うな，って思っていたんですけど，恵張スエゑ免し"':)
三三スエゑ具主乏案度広え~，それが熱心にこ
ういうのもあるよ，そういうのもあるよって自分では
思いつかないっていうか，そう考えればいいのか，っ
て，単純に考え方一つで自分が救われることもあった
し，行き詰って手立てがないときにこういう手もある
のか，っていうのを教えてもらえたので，蹴殿民
主ど文士L
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A先生は，教師を中心とした自主的なサークルでの
「頑張っているね」といった 実践への肯定的な解釈や
現象の捉え直しが「裏庭ι三点li二三Jと述べているこ
とからも， A先生を励ますことにつながっている。そし
て，具体的な手立てをサークルの先生らに教えてもらう
ことで「道が聞けたjと述べ これからの実践に対する
改善への指向を持っていることがわかる。
田-1一(2 ) B先生の困難さとその変容過程
それでは，次にB先生の困難さについてみてみよう。
アンケートにおいて， B先生は次のように記述している。
⑦ベテランの先生の指導は聞き入れるのに，自分の指
導はなかなか通らない
③事務仕事の量が多い
⑨「こうなって欲しい姿」をうまく伝えられない，子
ども同士の意見をどうつなぐのか，教材研究の仕方が
わからない
B先生は，アンケートから，⑦自身の授業力量，③事
務仕事⑨児童同士の関係ついて，困難を抱えていること
がわかる O
それでは，このアンケートをもとに行ったインタビュー
から，どのような困難を抱え，それがどのように変容し
ていったのかについて，以下で詳しくみてみよう。
①事務仕事による教材研究の準備不足
筆者ら:どんなことが不安だったとか，どんなことが
すごく辛かったとか(中略)? 
B:事務仕事。
筆者ら:事務仕事が大変だった?
B:大変でした。
(中略)
B:ζえ£ヱゑ免どぷ党友ゑ主文どんι思想現実主2
岐恩長ゑゑふ八ゑ史まじ乏ふゑ之丈生ぶ一日ずっとそ
犯たゑ江三仏匁μ三主主犯ざゑιぷ志3
B先生は，事務仕事について「どうやったらいいかわ
からないし，教材研究する時間もないし，そのせいで。
そうすると一日ずっとそればっかりで，何しにきたのだ
ろJ，と述べている。事務仕事によって，教材研究といっ
た授業の準備をする時間の確保が困難であったと述べて
いる。そして，準備不足による授業ができない，といっ
た次の困難へつながっている。
②授業が出来ないということ
B:子どもたちの関係というよりは自分の授業のでき
なさとか，発聞がうまくいかなかったとか，誘導的で
あったりとか，それが一番辛かったですね。
筆者ら:(中略)教材研究がやれない中だから，って
いうのもあったかもしれないのですが?
B:それもあったし，自分のやりたいことを最優先に
してしまって，一回言われたのが拠点校の先生ってい
うか，教委からきてくださっている，毎月 I回，指導
課の方がきて，みてもらって，国語のすごい人なので
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すけど，その人に国語をみてもらったら， Iあんた今
のやりかたじゃだめだよ，子ども潰すよjって言われ
たのですよ。
それでは， B先生は，このような困難さがどのように
変容していったのであろうか。
③事務仕事に対する認識の変化と効率化
B:そうですね，教材研究は平日にはできない，って
割切りました，休日にやる。
筆者ら:土日にフルで?
B:それが二学期ごろからやっとわかってきて。(中
略)事務仕事はだいぶ早くなった，学年通信にしろ，
最初は全くわからなかったので，どのフォルダに何が
入っているか全然わからない(ところから)始まるので，
それは一学期大変でした，いちいちきかないといけな
いし。
筆者ら:(中略)テクニツク的な側面はどう，適当に済
ませるとか?
B:これでいいかつて思うようになった。(笑し、)
B先生は事務仕事について 慣れてきたことと「これ
でいいかつて思うようになったjと述べ，事務仕事に対
する認識の変化について述べている。また，当初，平日
に事務仕事も教材研究もどちらもやろうと思っていたが，
平日に事務仕事をすまし 土日に教材研究を行うといっ
たことによって，困難さを乗り越えようとしていること
がわかる。
(き拠点校指導員の先生による算数の概念に関する学び
B:拠点校の先生が，算数の詳しい方で，算数の意味，
算数の世界を教えてくださる。
(中略)
B:割り算難しいですね，ひっ算，商を立てる，かけ
る，ひく，おろす，っていうリズムじゃないですか，
(式を書く)ここには隠れた3があって，この繰り返
しなのだよ，算数っていつのは繰り返しを省いていい
ものだから，この中で繰り返されてるのはどれ，って，
これとこれだね，それが算数の意味，ひっ算だと(中
略)四捨五入のときとか，五ってどっちに入るんだろ
う，っていう話をしたときに，事前指導で五ってどっ
ちに入るのか，っていう議論をさせてみたら，面白く
なるんじゃない，って。(中略)真ん中ゃんね， 5っ
て， 0から 4は小さいっていうのは子どもたちの感覚
であるから，小さいよね，ってまず確認して，切り捨
てだよね，って。 6から 9っていうのも半分より大き
いから切り上げだよね，って， じゃあ 5どうするって
(中略)結局そうなのですけど，ただ5はこっちだよ，っ
てするんじゃなくて，こっちのほうがバランスとれる
よね，って。
B先生は，拠点校指導員によるアドバイスによって，
算数において，これまで自身が手続きとして行ってきた，
例えば繰り上がりや省略といったことに対して，疑問を
持つことや，数学・算数の世界を意識するような教材研
究や授業づくりを努めることによって，自身の授業を改
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善につなげている O
皿-2 2学期における困難さ
それでは，次にA先生が抱えていた困難についてみて
いきたい。
A先生は，次のように記述している。
⑦子どもが戻る
③ついてこれない子への対応
⑨嫌な事はしない子
③トラブル→しかる→反省→トラブル→…同じことの
繰り返し私の声は届いているのか?どうすれば響く
のか
A先生は，アンケートから，①児童への願しミと実態，
②自身の力量，について困難を抱えていることがわかる。
それでは，このアンケートをもとに行ったインタビュー
から，どのような困難を抱え，それがどのように変容し
ていったのかについて，以下で詳しくみていく。
皿 2-(1) A先生の困難さとその変容過程
①自分の力量に対する葛藤
A:私，一学期は子どもに困っている，という感覚だっ
たのです，ま怠対涼ん尽忠之主乏凱なえゑゑv'
忽入ぷ志児三感差瓦3完投ゑ刀法与え急殿主連え之主ι思之友人工ζ与え立急対抜ゑ周知むよコヱ弘
法どに&忍z，って O
筆者ら:子どもの問題にしていたものが，自分の問題
として?
A:自分の問題だな，って，子どもが戻るっていうの
は，例えば，授業で9月くらいすごく一生懸命やって
いた子が， 10月になって，急に，座ってはいるんです
けど，教科書開いてない状態とかあって，成長せっか
くしたのに，ちょっと戻ってる，なんでやる気なくし
ちゃったんだろ，何したんやろ，私って思って(中略)
ついつい怒っちゃう，叱ってしまう，怒ってしまう自
分にも困っていました。
A先生は， I子どもがなんでいうことをきいてくれな
いの，ってし寸感覚だったのですけど，二学期は違うな，
と思って，子どもをひきつけれない自分は，どうすれば
いいんだろ，ってjと述べており，自身の技量の問題と
して，授業での自身と子どもとの関係において困難さを
感じている。それでは，このような困難さはどのように
変容していったのであろうか。
②余裕を作ることによる，子どもへの寄り添い
A:その日のうちに(ノートを)パーっとみて，でき
る限り話を聴く，話をふるようにしました。テニス習っ
ているのや，っていう子に対して，一学期はふーんて
聞いてただけなんですけど，二学期は最近どうなん，っ
て何曜日って覚えるようにしたり，当たり前のことやっ
たんかもしれないんですけど(中略)例えば給食のと
きに，今日テニスやろ，一杯ご飯たべな，っていうと
めっちゃ喜んでくれて，だいぶ子どもが私の話を聴い
初任教師が抱える困難さの変谷過程に関する研究
てくれるようになって。
筆者ら:普段でも授業でも，授業でやってなかったこ
とも授業の中でいきてくる?
A:なったかなと思います，余慈支悠z乏し五凱諸
悪ゑえよ乏二主恩完投己主役忠弘之姑息凱ミ恩
味を持っと言ったら変なのですけど，その子一人一人
に，人として付き合う O
A先生は， I余裕を作って，本当に大事なことを一学
期忘れていたのです，子ども自身に興味を持つと言った
ら変なのですけど，その子一人一人に，人として付き合
う」と述べており，優先順位を決め，ノートを見るなど
の時間は放課後にすることで，子どもの話を聴くことを
丁寧に行った。その結果子どもが話を聴いてくれるよ
うになった，と子どもと自身の関係性の変化を感じてい
る。
皿-2一(2) B先生の困難さとその変容過程
B先生は次のように記述している。
⑦手を挙げる子が減ってきている
③子どもがたまに反抗するようになってきた(約2名)
B先生は，アンケートから，⑦児童との関係，③自身
の授業力量，ついて困難を抱えていることがわかる。
それでは，このアンケートをもとに行ったインタビュー
から，どのような困難を抱え，その困難さがどのように
変容していったのかについて，以下で詳しくみてみよう。
①ょくできる子に対する戸惑い
筆者ら:手を挙げる子が減ってきているとか，子ども
が反抗するようになってきたのが二学期ちょっと大変
だったな，つであるけど，ここっていうのは具体的に
はどういうことなのかな?
B:つまんなかったのでしょうね。
筆者ら:自分はとらえている感じかな?
B:手をあげることに意味づけをしてやれなかった
筆者ら:授業に能動的に発言することの?
B:すごく大事なことなのに その子たちがあげるの
が当たり前になっちゃっていて，私の中で，ちゃんと
ほめてやれなかったとか，その子たちだけで授業進め
てしまった，別に挙げなくてもいいんだ，みたいな感
じ。
B先生は，手をあげる児童が減ったことから，できる
子が授業に飽きてしまった，と振り返り，授業の課題設
定やその児童への対応について困難さがあったことを述
べている。
B:なんでしょうね，そういう子になかなか思いつか
ないようなことをいうと活き活きするのですけど(中
略)授業以外でだったら ミニ先生とか，教師用のベ
ン持たせたりとか，そういうことをさせてあげました
けど，それだけじゃ満たされないんでしょうね。
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B先生は，ょくできる子への対応に困っており，現在
もず、っと課題のままであると述べている。初任において
克服できる課題と克服が困難な課題とがあることがわか
る。
以上，インタビ、ューによって，初任教師が抱える困難
さ，および困難さの変容過程をみてきた。これらのこと
から， 2名の初任教師の力量形成過程をまとめておく。
A先生は，自主的な教師のサークルという場において，
手立ての獲得と実践や困難さへの共感を得ることができ，
l学期において子どもの問題と捉えていたことを，自分
の問題への移行したことによって，自身と子どもとの関
係を編み直すことで，困難さを乗り越えていったといえ
よう O また， B先生は拠点校指導員とのやりとりの中で，
算数の意味を発見することによって，教材の理解を深め
ている。そして，そのことが授業において子どもたちに
与える課題の設定に関わることになり，自身の授業にお
ける子どもの学びを生み出すことにつながったといえる。
町.総合考察
小論の目的は，初任教師に特有の困難さを明らかにす
るとともに，その困難さの変容過程を明らかにすること
である。さらに，その過程における教師としての学ぴを
明らかにすることであった。
その結果，次のことが一定程度明らかになったといえ
よう。すなわち，まずA先生は，同僚教師および児童，
保護者といった関係性を中心とした困難さを抱えている
こと， B先生は授業力量について困難さを抱えているこ
とである。次に， 2人が抱えた困難さは，多様な他者の
存在によって乗り越えていったということである o A先
生は，教師の自主的サークルに参加することによって，
自身の実践への理解やアドパイスをもらう機会が生じ，
自身の実践を見直すことが可能であった。また， B先生
は拠点校指導員といった，同僚ではない教師との出会い
によって，自身の教材に対する知識の獲得や認識の変化
によって授業の力量の向上につながっていった。ここで
は， A先生にとっては，自主的なサークルの教師， B先
生にとっては拠点校指導員がメンターとしての役割を発
t軍していたといえる O なお，ここでいうメンターとは，
メンタリングを行う者のことであり，メンタリングとは，
経験を積んだ熟練者が新参者の成長を見守り，支援する
ことである。学校内において，このようなメンターとし
ての同僚教師に出会うことは偶然に左右されるため，今
後は，制度としてのメンターの配置や，メンターの重要
性を認識すること，また教師自身がメンターを求めて出
会うように努めることが重要であろう O
岩田 (2006)は，インフォーマルな研究会，サークル
の意義について，①即興的思考，②状況的思考，③多元
的思考，④文脈化された思考，⑤思考の再構成によって
佐藤 兵前原裕樹
特徴づけられる実践的思考，そしてその思考様式の背景
にある子どもに対する認識，幅広い教養，教育観の共有，
および伝承，の 5つを挙げている(1If1。このことからも，
若い教師にとって教師の主体的なサークルへの参加は重
要であろう。その一方で， I近年，若い教師のインフォー
マルな研究会，サークルの参加率が低下していることが
懸念されて」いる，とも述べている。その要因として，
教師の多忙さなどが考えられるが，初任期においては，
インフォーマルな研究会やサークルに求めるニーズのズ
レの可能性も考えられよう。
この点について，石垣 (2012) は， I (仮)センセの放
課後jという若い教師の集まりによって，自身の「しん
どさ」を乗り越えていく過程について詳細に語っており，
若い先生同士の集まりの意義について示している九初
任期を含めた，若い教師が求めているインフォーマルな
研究会やサークルのニーズ，その意義については，さら
なる検討が必要といえよう。
最後に，インタビ、ューという方法論が，教師自身の課
題の自覚化を促す可能性について言及しておきたい。木
原(1998)によれば，初任教師は「自身の課題がわから
ない」ことがあると述べておりペ自身の課題がわから
なければ，授業力量の向上は困難であろう。であるから，
インタビ、ユーによって初任教師が自身の困難さを語るこ
とと，それをインタピュアーが丁寧にききとることは，
教師の今の課題を明確にすることに寄与できるといえよ
う。しかしながら，課題を明確にすることは，自身に必
要なリソースを求めることを可能にするものであるが，
課題解決を約束するものではない。よって，インタビ、ユー
により明らかになった課題をクリアにできる環境の整備
が急務であろう。
以上の知見を踏まえれば，今後の課題は，実践におけ
る子どもの学びについてである。本研究においては，教
師のインタビューデータを分析することによって，教師
の学びについて仮説的に明らかにしている。しかしなが
ら，語られたことがどのように実践において具現化され
ているのか，また，それが実践において子どもの学びと
どのように関連しているのか について明らかにされて
いない。このことは，教師の力量を検証することであり，
大変重要な視点である。よって，教師のインタビューを
継続し，実践場面の観察とを照らし合わせることを通し
て，教師の学びについて検証していくことが必要であろ
っ。
以上のことを当面の今後の課題としたい。
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